
幼児教育センターが行う３つの支援を紹介します 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

幼児教育推進員や幼児教育アドバイザーへの相談や支援の依頼はこちらへ →                

第１号 

 

１ 教育内容を深める支援 

○ 幼稚園教育要領の内容の充実に関する園内研修の講師 

○ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」「小学校教育への

円滑な接続」等に関する助言・支援      等 

 

２ 人材を育成する支援 

○ 各園の育成指針・指標の作成、活用への支援 

○ 幼児教育関連研修の体系化・情報の発信 

○ 保育力向上やキャリアアップの支援         等 

３ 特別な配慮を要する幼児への対応力を 
身に付ける支援 

○ 特別支援教育に関する園内の研修講師 

○ 総合療育センターなどの関係機関との連携 

○ 保育参観及び関わり方への助言      等 

 

〒806-0044  

北九州市八幡西区相生町 20番 1号 

TEL   093-641-2030  

FAX 093-641-2031 
 

＊ホームページはこちらから👉 
 

令和５年１０月２日 発行 

本年度、教育委員会では、公立・私立や施設の種別（幼稚園・認定こども園など）の垣根を越え

て、園や先生方を教育面から支援する「北九州市幼児教育センター」を開設しました。現在、教育内容・

人材育成・特別支援教育の面から３名の幼児教育推進員が中心となって、支援を行っています。 

だより 

【保育力向上に向けた研修の例】 
「遊び」がいっそう広がるように、わらべうたなどの研修をしました。 

【園内研修会】 
保育の参観を通して、特別な支援を必要とする幼児への関わり方
や体制づくりについて、助言・支援をしました。 

【公開保育への支援の例】 
指導案の作成や公開保育での協議・講話への支援をしました。 

園からの相談や研修依頼により、高い専門性を生かした指導・ 

助言を要する場合は、現役幼稚園長・教員養成校教授等から
なる「幼児教育アドバイザー」を派遣します。 


